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研究成果の概要（和文）：自閉症者と定型発達者では知覚・認知上処理スタイルに様々な違いが指摘されている。しか
し，定型発達者（＝非自閉症）の中にも自閉性傾向には大きな個人差があり，共同注意にはこの自閉性の個人差が影響
することが報告されている。本研究では，自閉性が高い（自閉症者に近い）定型発達者と自閉特性が低い定型発達者で
顔認知情報処理の差異がどのように生じるかを調べることを目的とした。分類画像法を用いて顔情報処理ストラテジー
の個人差を詳細に視覚化し，反応一貫性分析により反応決定プロセスの影響も検討した。自閉症者の中には従来研究か
らは予想もされなかった，額を用いるという特殊なストラテジーを採用していることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：There are many different aspects in cognitive processing between autistic and typi
cally developing individuals.  However, recently it has been suggested that individuals with high autistic
 traits in non-clinical population show similar processing style as clinically-diagnosed autistic individu
als. The purpose of the study was to investigate face processing of hight autistic individuals in non-clin
ically diagnosed population. We used response classification technique and response consistency analysis. 
Results showed that high autistic individuals showed the similar tendency as autistic observers like depen
ding on forehead area to discriminate faces, which strategy has not been previously hypothesized. 
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１．研究開始当初の背景 
 これまで自閉症の顔情報処理に関しては
膨大な研究成果が報告されているが，自閉症
と診断を受けない定型発達者の中で自閉傾
向の高い者の顔情報処理について検討した
研究はほとんど見当たらなかった。 
 申請者はマクマスター大学 Allison 
Sekuler, Patrick Bennett両教授と共同で，
分類画像法という最新の実験手法を用い，こ
れまでのどの心理学実験手法よりも詳細に，
顔に関する人間視覚情報処理の空間特性を
明らかにしてきた。本手法を用いて，自閉症
者と定型発達者との顔情報処理を比較した
研究では（日本学術振興会 二国間交流事業 
日本-カナダ保健・医学協力事業 [2006-2008
年]，代表者＝本課題申請者），自閉症者と定
型発達者の差異を示した。加えて，顔認知の
他人種効果を示唆する結果も同時に得た。こ
の研究ではカナダ人顔のみを刺激とし顔弁
別を課題としたため他人種効果を適切に検
討したわけではないが，日本人定型発達者は
カナダ人定型発達者と比較して弁別成績が
低く，顔弁別において有効な手がかりと考え
られる（Sekuler et al., 2004）目領域を手が
かりとしていないことが明らかとなった。ま
た，申請者はグラスゴー大学 Carl Gaspar博
士と共同で（日本学術振興会 外国人特別研
究員（欧米短期），[2008年 10月-12月]，受
入研究者＝本課題申請者），顔情報処理にお
ける他人種効果を空間周波数チューニング
（どの周波数帯にウェイトをかけて顔弁別
を行うか）によって説明できるか否かを検討
した。その結果，空間周波数チューニングが
自人種顔，他人種顔で異なることを示唆する
データは得られなかった。このように，これ
まで検討してきた，顔情報処理のストラテジ
ーを探る手法を利用して研究を推進した。 
 
２．研究の目的 
 本研究では反応一貫分析と分類画像法
（classification image technique，図１参照．
詳細は後述）を組み合わせて，高い自閉性傾
向者の顔情報処理ストラテジーを詳細に示
すことを目的とする。具体的には，自人種顔，
他人種顔弁別間で，視線分布に違いがみられ
るか，および，手がかりとする領域が違うか
どうか（分類画像法により画像ピクセル単位
の高空間精度で解析）を明らかにすることを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
 分類画像の測定に必要な実験制御コンピ
ュータ，刺激提示用 CRT ディスプレイ，視
線解析装置は現有設備を用いる．本研究では
分類画像の実験で通常よりもピクセルサイ
ズが大きい刺激を用い，データ解析には計算
速度の速いコンピュータ（Apple, MacPro）
を使用した。さらに，本研究では従来よりも
精密に輝度測定し，より正確なガンマ補正を
行う必要がある。これまで使用してきた簡易

輝度計（Eizo, ErgoColor C100）では測定精
度が充分でないため，高精度色彩輝度計
（Photo Research, PR650）を利用した。 
 実験で用いた，顔刺激は 128 x 128ピクセ
ル（視角約 5 x 5 deg）とする。個人弁別実
験では，同性２人（個人 A or B）のニュート
ラル顔を弁別する課題を与える．顔刺激の提
示時間は 400 ms，各試行では個人 Aまたは
Bのいずれかがランダムに選択される．各試
行ではランダムに発生された輝度次元のホ
ワイトノイズフィールドを顔刺激に重ねる
（大きさ：128 x 128ピクセル，ピクセル毎
にガウシアン分布から独立に抽出した輝度
ノイズを割り当てる。ホワイトノイズが被験
者の反応に影響を与えたかを調べることに
より，動的分類画像が算出される。データ処
理の概略を述べると，ある時間フレームにお
いて NABを個人 A の顔が提示され，個人 B
が提示されたと被験者が反応したときに提
示されたノイズフィールド集合の平均とす
ると，動的分類画像は CI = (NAA + NBA) - 
(NAB + NBB)によって求められる．すなわち，
個人 A という反応を生ずるに関連する空間
位置を(NAA + NBA)，個人 Bという反応を生
ずるに関連する空間位置を(NAB + NBB)によ
って特定し，それらの差を取ることにより被
験者が個人 A, B の弁別に利用した空間部位
を明らかにする。 
 処理効率は，理想的な顔弁別フィルタ（＝
弁別すべき顔 Aと顔 Bとの差分画像．この差
分画像をフィルタとして顔弁別を行ったと
きに，弁別成績が最大化する）と得られた分
類画像との類似性を算出し（Murray, 
Bennett, & Sekuler, 2005），類似性が高けれ
ば処理効率が高く，画像情報の入力が効率的，
理想的に行われていることが示唆される。先
行研究から，分類画像における統計的有意ピ
クセルによって示される空間処理ストラテ
ジーと処理効率はある程度独立しているこ
とがわかっている（Sekuler, Gaspar, Gold, & 
Bennett, 2004）。 
 
４．研究成果 
 自閉症は遺伝することがいくつかの研究
で示唆されている。遺伝学的な研究を効果的
に進めるためには自閉症者およびその家族
を調査対象とするだけでは不十分であり，潜
在的に自閉症因子をもつ被験者を選定する
ことが不可欠と思われる。自閉特性の高い定
型発達者の知覚，認知，行動反応特性を調べ
自閉症者との類似性が明らかとなれば，自閉
症因子をもつ集団としてコミュニケーショ
ン能力の低い定型発達者が認められること
となり，遺伝学的研究が大きく進むことにな
る。特に今回の研究計画で扱う，社会性に深
く関与する顔認知情報処理が自閉特性によ
ってどのように変化するかを明らかにする
ことにより，多大な貢献ができるものと期待
される。申請者が得た自閉特性とタスクスイ
ッチング，バイオロジカルモーション知覚と



合わせることにより，認知心理学的課題成績
と自閉症者出現確率との関係性についての
重要な知見を得るものと期待される。このよ
うな研究知見を集積することにより，自閉症
者，および，自閉特性が高く，潜在的自閉症
因子をもちコミュニケーションが苦手な者
の早期発見が可能となると考えられる。その
結果，早期のコミュニケーション訓練によっ
て健常なコミュニケーション能力の発達支
援を進めることができるという医学・社会福
祉学的に大きな意義があるといえる。 
 

 
 

図 1.得られた分類画像のデータ例 
 
顔認知に関わる内部ノイズは反応一貫性分
析によって測定することができる(Burgess 
& Colborne, 1988; Gold, Bennett, & Sekuler, 
1999, 2004; Green, 1964)。反応一貫分析を用
いるために，全く同じ画像刺激を各セッシ
ョンで 2回提示する。分類画像法の実験で
は，顔 Aまたは顔 Bの画像に，各試行でラ
ンダムに生成される「ユニーク」なノイズ
フィールドを重ねて提示するのが通常であ
る。ただし反応一貫分析のため，1500試行
の実験では，前半 750試行における顔画像
＋ノイズフィールドの組み合わせと全く同
じものを後半 750試行で繰り返した。 
得られた結果（図１）をみると，高自閉性
傾向者では，自閉症者と同様に，額の情報
を使用している被験者がみられた。 
 これらの結果から，高自閉傾向者は自閉
症者と類似の顔情報処理を行っていること
が示唆された。今後はさらに被験者数を増
やして，本成果の再現性を検証する必要が
あると思われる。本研究では，国内学会発
表，国際学会発表，また学術論文によるア
カデミックな成果発信を行うことを予定し
ている。また，自閉症者の顔認知の特徴に
関する知見は，自閉症者の顔認知成績を向
上させるためのノウハウに結びつく可能性
があり，自閉症者教育に重要な知見となる
可能性がある。したがって，アカデミック
な場だけでなく，申請者がこれまで連携し

てきた自閉症協会，自閉症施設関係者と共
に研究結果についてディスカッションを行
い，自閉症関係者へと積極的に情報発信し，
社会福祉的な貢献を目指す。 
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